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インターンシップ（就業体験）実施

※事務情報科分、級合格は過去部門合格含む

第１級(珠算）

普通計算 普通計算 ビジネス計算 普通計算 ビジネス計算 普通計算 ビジネス計算

受験者数 1 44 31 1 35 0 0

合格者数 1 36 1 1 32 0 0

合 格 率 100.0% 81.8% 3.2% 100.0% 91.4% 0.0% 0.0%

○級合格 合格者数

◆◇◆全商簿記実務検定（R7.6.22実施）◆◇◆

第1級会計 第1級原価 第２級 第３級

受験者数 6 1 5 6

合格者数 0 1 2 1

合 格 率 0.0% 100.0% 40.0% 16.7%

○1級合格

合格者数

文書 速度 文書 速度 文書 速度

受験者数 8 22 33 32 2 4

合格者数 2 13 31 30 0 2

合 格 率 25.0% 59.1% 93.9% 93.8% 0.0% 50.0%

○級合格

合格者数

第１級

1 32 0

第１級(電卓）

第１級 第２級 第３級

○2，3級合格

○1級部門合格

◆◇◆全商ビジネス計算実務検定（R7.6.15実施）◆◇◆ 

6 30 1

○部門合格
第１級 第２級 第３級

第１級 第２級 第３級

◆◇◆全商ビジネス文書実務検定（R7.6.29実施）◆◇◆

第２級（電卓） 第３級（電卓）

1

○部門合格

 

 

 

 

 

 

 

 

江別・札幌・岩見沢にある幼稚園や病院、金融機関、行政機関等、
１６ヶ所の様々な業種の事業所にご協力いただき、７月２３日（水）、
２４日（木）の日程で、２年生を対象にインターンシップを実施しま
した。この学科行事では、就業体験を通じて生徒たちは自分の職業適
性や将来設計について考える機会を得ることができます。インターン
シップの前の週に生徒が事業所に事前挨拶電話をし、担当者と打ち合
わせをしてからインターンシップ当日を迎え、実習後には実習日誌を
つけて、礼状を作成しました。 
事業所の方々との交流を通じてコミュニケーション能力を高めて、

社会人に必要な基本的マナーを身に付けながら実際の職場で貴重な就
業体験をさせていただくことで、大きな自己成長に繋がりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２年F組 伊藤 琉哉  

 私は税に関心があるので、税務署へインターンシップに行き、署内見

学や所得税模擬調査体験、税務署職員について教わりました。署内見学

では、階層ごとに確定申告、窓口、法人税、食堂に分かれていて、その

役割を教わり、分担し部署全体で協力し合っていることがわかりまし

た。所得税では、税金と確定申告を主に学び、税金は国税と地方税で分

けられる事や確定申告作成体験をしました。ｅ－Ｔａｘというインター

ネット申告ができ６５万円が控除になる事、スマートフォンでも申告で

き、時代の変化に合わせて柔軟に対応していることが分かりました。 

 模擬調査体験では、所得を減らして税金の払う額を減らした申告の不

正行為を暴く調査を体験しました。レジジャーナルという１日の集計を

ごまかして所得を減らす方法、領収書に書き足して偽造する方法、他の

企業と一緒になって領収書を偽造する方法があります。体験なので謎解

き感覚で楽しめましたが、仕事では大変だと思いました。また、ミスが

あると加算税を徴収するそうで、税の計算の大切さを理解しました。 

 最後に納税を分割で払う相談もしくは払う気の無い人の差し押さえを

する滞納整理について学びました。税相談の際に知識が必要なので、１

年目は東京で税の事、簿記部門などを勉強するそうで

す。今回のインターンシップを通して、税を扱う責任

の重さが分かりました。今後の進路に向けてとても有

意義な体験ができたと思います。 

２年F組 櫻岡 姫羽  

 私は事務という仕事の選択肢を広げるために、インタ

ーンシップで医療機関に行きました。医療事務の内容に

加え、食事配膳業務、レントゲンやリハビリテーション

見学、調剤薬局見学等、様々な立場の方から医療の裏側を知る貴重な機会

となりました。この２日間を通して特に学んだことは、支え合うことの大

切さと、患者さんへの配慮でした。事務だけに限らず、医療は本当に多く

の人が様々な問題に関わり、見舞われながらも、全ての人達が「患者さん

が元気になってもらえるように」と全力を尽くしているのが随所から伝わ

ってきました。そのために、個人の仕事だけではなく共に働いている人の

業務内容もしっかり理解しておくことが大切なのだと、強く感じました。 

 その中で非常に印象に残った事が、対応がとても丁寧で、相手に合わせ

て話し方を少し変えたり、常に配慮を感じられる雰囲気で接客を行ってい

る事で、今回の実習の中で一番心に強く残り、一番参考にしたいと思った

事でした。また、医療事務に関しても、カルテ整理や病院のスリッパの消

毒等の体験しましたが、受付・会計という忙しい業務の中でこのような雑

務を両立させていることも、とても印象に残りました。 

 中々見たり、知ることのできない医療の裏側を深く知ることができ、本

当に貴重な経験にすることができました。今回得たことに関して、今後の

学びや活動により活かして努力できるよう、より頑張りたいです。 

 

 

令和７年度 第７０回北海道高等学校ワープロ競技大会 兼 

第 7２回全国高等学校ワープロ競技大会北海道予選 
日程：6月１２日（木）１３日（金） 場所：ホテルライフォート札幌  

団体の部の参加人数が６名までエントリー可能

なため、今年は３年生３名、２年生２名で参加をし

てきました。団体の部では、参加校２０校中第１１

位、個人の部では、佳良賞に届かず、どちらも受賞

には至りませんでしたが、高校生活最後の商業大会

に練習の成果を出すため全力で向かいました。 

【団体の部】得点 2,730点 第１1位 

３年 F組 忠岡 寿美礼、澤田 海月、林 琢磨 

３年 F組 忠岡 寿美礼 

３年間の高校生活で最後のワープロ競技大会に出場してきました。結

果は団体１１位と残念ながら賞に入ることができませんでした。私は大会

に向けて毎日練習に励み、本番で緊張しないよう、家でも練習をしていま

した。その成果もあって、当日はこれまで参加した大会の中で、一番落ち

着いて入力することができました。しかし、本番は目標としていた１００

０文字を超えることができず、自分の中でとて

も悔しい結果となりました。ひたすら練習をし

て、目標に届かなかった悔しさを今大会で痛感

し、自分の人生において貴重な経験となりまし

た。この経験を忘れず、悔しさをバネに、次は

必ず越えてみせるという思いを持って今後の目

標に向かって進んでいこうと思います。 

 

 

 

北海道江別高等学校 
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＜第 2 号＞ 〈チャレンジ〉－挑戦の積み重ねが自らのプライドとなる ― 

令和７年度第１回校内競技大会 

日   時 ９月１7日（水） ６校時 

場   所 ３階講義室２、簿記室、実践実習室 

出題範囲 全商ビジネス計算実務検定１級（普通計算） 

競技方法 検定試験２回分相当の問題量（制限時間３０分） 

表   彰 各学年得点上位３名及び満点を得た者 

 

 《事務情報科の今後の行事予定》 
９ ／  ２（火） 高大連携⑯⑰（３年） 

４（木）～９（火） 前期期末考査 
   １３（土） 学校説明会① 
   １５（月） 敬老の日 
   １６（火） 振替休日 

１７（水） 令和７年度第１回校内競技大会 
２８（日） 全商情報処理検定試験 
３０（火） 前期終業式 

１０／ ２（木） スタディーサポート（１・２年） 
７（火） 高大連携⑱（３年） 

   １４（火） 高大連携⑲（３年）、見学旅行～１７（金）（２年） 
   ２１（火） 高大連携⑳（３年） 
   ２８（火） 高大連携㉑（３年） 
１１／ ２（日） 北海道商業実務競技新人大会 
    ４（火） 高大連携㉒（３年） 
    ７（金） 学校説明会② 

９（日） 全商ビジネス計算実務検定試験 
   １１（火） 高大連携㉓（３年） 

１６（日） 日商簿記検定 
１８（火） 高大連携㉔（３年） 
２３（日） 全商ビジネス文書実務検定試験 
２５（火） 高大連携㉕（３年） 後期中間考査～２８（金） 
３０（日） 全経簿記能力検定 


